
４月に行われた「第１回進路志望調査」の集計結果が出た。結果の一部をかいつまんで紹介する。 

 

●志望大学について 

  １学年 ２学年 ３学年 

四年制 国公立 217 210 200 

私立 14 7 17 

短大・専門等 3 13 8 

就職・その他 6 6 7 

 

・１学年 例年通り国公立大学の志望者が多い。主な志望大学は、弘前大学→143 名、青森県立保健大学→4 名、

北海道大学→8 名、岩手大学→3 名、東北大学→19 名、山形大学→3 名となっている。弘前大学 143

名のうち、医学部医学科を志望する生徒が 13 名いる。 

 

・２学年 前回の調査(令和 5 年度 10 月)と比較して、弘前大学を志望する生徒が、148 名から 127 名に減少

した。特に教育学部の志望者が 36 名から 19 名に大きく減少している。 

 

・３学年 前回の調査(令和 5 年度 10 月)と比較して、弘前大学を志望する生徒が、124 名から 93 名に減少

した。学部別に見ると、人文→39 名から 24 名、教育→20 名から 14 名、理工→24 名から 13 名

となっている。 

 

2・3 学年の弘前大学の減少は、これまで「なんとなく弘前大学…」と考えていた生徒が、自身の進路を真剣

に検討し始めた結果であると推察する。1・2 学年は今後もさまざまな資料や教員のアドバイスを参考にしなが

ら、幅広い視野でもって、志望先を決定していってほしい。 

 

●勉強時間について 

 次に各学年の自宅での平均勉強時間を紹介する（単位は分）。 

 

 １学年 ２学年 ３学年 

平日 87.0 75.2 123.2 

休日 144.8 134.6 220.0 

 

1・2 学年は例年と比較して少ない結果となった。それぞれ新たな環境の中、まだ家庭学習のリズムをとれて

いないということであろうか。単純に「家庭学習の時間をとらなくなった」のであれば、ゆゆしき事態である。

自身で工夫し「時間を作って」ほしい。一方、3 学年は昨年度の調査と比較して、家庭学習の時間が大幅に増加

した。卒業学年となり、進路に向けて意識が高まってきたということであろう。このまま家庭学習の時間を確保

し、進路実現に向けて努力を重ねてほしい。 
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 余る余るは足らぬの始まり 

 

 本間 宗久（ほんま そうきゅう <むねひさ>、1724-1803） 

 江戸時代の米商人。「足らぬものは余る、余るものは足らぬと申すことあり」という言葉を残している。「米が

豊作で皆が油断して食べ過ぎると足りなくなり、不作で皆が倹約すると余るようになる」という意味である。こ

れを勉強時間に当てはめて考えてみると、 

・まだまだ試験まで日数があると思い、油断していると時間が足りなくなる。 

・まだまだ試験まで日数があっても、毎日コツコツと取り組んでいると時間に余裕ができる。 

ということになるのではないだろうか。勉強は毎日の積み重ねである。油断せずに少しずつでも積み重ねていき

たいものである。 

 本間宗久は、出羽国庄内藩（現在の山形県酒田市）の出身で、江戸時代に地元酒田ばかりでなく、大坂（当時 

の表記）や江戸の米相場への投資で莫大な利益を生んだ人物である。現代の「株価の値動きを時系列に沿って図

表として表す」ために使用されている「ローソク足チャート」は、この本間宗久が考案したものであるといわれ

ている。酒田では「本間様には及びもないが、せめてなりたや殿様に」と言われたほどの財を築いた人物である。 

 

 ６・７月の進路行事、校内テスト、模試関係 

〇 ６月 ６日（木）        ３学年進路講話・進路参考資料説明会          一定期間の 

 〇 ６月 ７日（金）～ ８日（土） ３学年進研大学入試共通テスト模試           相場の 4 本 

〇 ６月１３日（木）        ２学年進路参考資料説明会               値を用いて 

 〇 ６月２０日（木）        １学年進路講話・進路参考資料説明会          相場の状態 

 〇 ６月２５日（火）～２８日（金） 第１回定例テスト                   を分かるよ 

 〇 ６月２９日（土）        １・２学年ベネッセ総合学力テスト           うにしたも 

 〇 ６月２９日（土）～３０日（日） ３学年進研総合学力記述模試              の。 

 〇 ７月 ４日（木）        ２学年進路講話                   ※４本値とは 

始値・高値 

 2025年度入試からの共通テスト【変更点】                     安値・終値 

 

 ・国語は内容を充実するため 10 分延長し、90 分とする。多様な文章を提示し、 

より思考力・判断力・表現力等を評価するため、問題量が増える。 

・数学②は出題範囲が増えるため 10 分延長し、70 分とする。 

 ・情報は出題内容や他教科の試験時間を踏まえ、60 分とする。 

 ・2022 年度からの新指導要領で新設された「情報Ⅰ」から 

出題される。 

 ・「公共、倫理」と「公共、政治・経済」の組み合わせは不可。 

 ・「地理総合、歴史総合、公共」で選択解答した問題の出題範囲の 

科目と同一名称を含む科目の組み合わせは選択不可。 

 （例）可「地理総合、歴史総合、公共」で地理総合と公共を選択。 

もう一つは「歴史総合、日本史探究」を選択。 

不可「地理総合、歴史総合、公共」で地理総合と公共を選択。 

もう一つは「地理総合、地理探究」を選択。 

 ・「歴史総合、世界史探究」と「歴史総合、日本史探究」の組み合わせは可。 


